ダマスコスのヨアンニス『聖像破壊論者への三つの論駁』(1) -第一論駁・第二論駁- by 菅原 裕文
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　ダマスコスのヨアンニスの生涯について確たることは知られていない。エルサレム総主教ヨア
ンニス 8 世クリソストミティス（在位 1098 〜 1106/07 年）による最古の伝記は伝説的な要素が
多く、信憑性に欠ける。そもそも件の伝記作者ヨアンニスの特定すら疑問視されているのが現状
である。
ヨアンニスの生涯の概形を描くとすれば、以下のようになろう。650 年頃（あるいは 675 年頃）、
ダマスコスのアラブ系キリスト教徒の家系に生まれる。祖父サルグーンと父マンスールは在ダマ
スコスの財務官としてビザンティン皇帝、636 年以降はカリフに仕えたという。讃美歌作者とし

















き、修道院で著作に専念して過ごした。749 年（あるいは 753/54 年）、マル・サバ修道院大ラヴ
ラにて永眠したとされる。死後、聖像破壊派の主催したイエリア教会会議（754 年）でマンスー
ルという家名がイスラーム的であるという理由で断罪されるが、生前から高い評価を受けていた
ヨアンニスは第 2 ニケア公会議（787 年）により名誉を回復されて列聖された。祝日は 3 月 27 日。
ヨアンニスは東方正教教理の大成者として知られ、主著『知識の泉』（Fons Scientiae）は第 1







リアの就寝』（In dormitionem sanctae Dei genetricis Mariae orationes）をはじめとする講話や、『イ
スラーム教徒論駁』（Disputatio Christiani et Saraceni）等、多数の論駁を著した。





（在位 715 〜 730 年）が聖像破壊運動の主唱者レオン 3 世（在位 717 〜 741 年）との対立の末に
罷免されたのは 730 年のことである。とすれば、第二論駁が書かれたのはヨアンニスが住むエル
サレム近郊までニュースが届いた 730 年の直後、それゆえ第一論駁は恐らく聖像破壊運動が勃発
した 726 年から 730 年以前と推察される。
　さらに『聖像擁護論』の随所に痛烈な皇帝批判が見られるが、ヨアンニスの舌鋒はレオン 3 世



















　翻訳には ed. by P. B. Kotter, Johannes von Damaskos, Contra imaginum calumniatores orationes tres 
(Patristische Texte und Studien, Bd. 17), Berlin/New York, 1975 を底本とし、trans. by A. Louse, 

































































































3　ナヅィアンゾスのグリゴリオス『第 39 講話』8, 1-2。 Ed. by C. Moreschini, Discours 38-41, Sources 



























































シオス文書の著者。500 年頃に活動したと考えられている。著者が自らを使徒行伝 17.34 で言及されるアレオ
パゴスのディオニシオスと呼ぶため、現在もこの名で呼ばれる。アンティオキアのセヴェロスやイベリンの
ペテロス等が想定されてきたが、真の著者は不明である。 Eds. by A. Kazhdan et al., The Oxford Dictionary 
of Byzantium, vol. 1, New York/ Oxford, 1991 (hereafter ODB), pp. 629-630.
6　擬ディオニシオス・アレオパギティス『神名論』5.8。 Ed. by B. Suchla, Corpus Dionysiacum, vol. 1, PTS 
33, Berlin-New York, 1990, p. 188.
7　擬ディオニシオス・アレオパギティス『天上位階論』1.1.3。 Ed. by G. Heil, Corpus Dionysiacum, vol. 2, 
Berlin-New York, 1991, pp. 8-9.
8　ナヅィアンゾスのグリゴリオス『第 28 講話』13。Ed. by P. Gallay, Discours 27-31 (Discours théologiques), 








































































































































9　ナヅィアンゾス主教（在位 382 〜 384 年）。バシリオス、ニッサのグリゴリオスとともにカッパドキア三
教父の一人に数えられる。バシリオスとともにアテネで学び、第 1 コンスタンティノポリス公会議（381 年）
では議長を務めた。正教会で「神学者」の尊称で呼ばれるのは、福音書記者ヨハネ、新神学者シメオンと、
ナヅィアンゾスのグリゴリオスの 3 人のみである。ODB, vol. 2, pp. 880 〜 881.






























11　バシリオス『聖霊論』18.45。 Ed. by B. Pruche OP, Sur le Sainte-Esprit, SC 17bis, Paris, 1968, p. 406.
12　ケサリア主教（在位 370 〜 379 年）。ナヅィアンゾスのグリゴリオスやニッサのグリゴリオスとともにカッ
パドキア三教父の一人に数えられる。第 1 回コンスタンティノポリス公会議（381 年）において三位一体論の
確立に貢献した。彼の著した『修道士大規定』は現在でも正教会の修道生活に影響力を持つ。バシリオス典































































14　バシリオス『聖霊論』27.66。 Pruche, pp. 478-80.
15　キプロスのサラミス主教（在位 367 〜 403 年）。皇帝テオドシオス 1 世（在位 379 〜 395 年）に聖画像の
ついた緞帳を撤去して帷子にすること、壁画を漆喰で覆うように勧めたとされる。 ODB, p. 714. 
16　アレクサンドリア主教（在位 328 〜 378 年、追放による中断あり）。第 1 ニケア公会議（ 325 年）に輔祭



























17　ナヅィアンゾスのグリゴリオス『第 39 講話』14。 Moreschini, p. 182.
18　擬ディオニシオス・アレオパギティス『第 9 書簡』 2。 Ed. by A. M. Ritter, Corpus Dionysiacum, vol. 2, 
























れた。件の端布は今日まで伝わっている 21。〔＝ 2.29, 3.45〕
19　同『神名論』1.4。 Suchla, p. 114.
20　同『教会位階論』1.2。 Heil, p. 65.
21　いわゆるマンディリオン伝承。マンディリオンは聖顔布、あるいは自印聖像とも訳される。この伝承の初
出は 4 世紀のエウセビオス『教会史』1.13 であり、ダマスコスのヨアンニスは本書のみならず『正統信仰に
ついて』89 でも言及している。944 年、エデッサを攻囲したヨアンニス・クルクアスが包囲を解く代償とし
てマンディリオンを入手し、コンスタンティノポリスに凱旋した。マンディリオンは大宮殿内のファロス聖
堂に安置された。1247 年、フランス王ルイ 9 世がマンディリオンを購入し、パリのサント・シャペルに収めた。
































22　バシリオス『殉教者バルラアムについての講話』。 PG 31, col. 489A-B.






















































































30　バシリオス『詩篇に関する第１講話』。 PG 29, col. 212B.
31　同『殉教者ゴルディオスについての講話』。 PG 31, col. 501B.
32　同『セバステの四十人殉教者についての講話』。 Ibid., col. 524C.
33　ニッサ主教（在位 372 〜 394 年）。兄のバシリオスとナヅィアンゾスのグリゴリオスとともに、第 1 コン
スタンティノポリス公会議（381 年）において三位一体論の確立に尽くした。ここで引用される『人間創造論』
の他、『雅歌註解』等、多数の著作がある。第 2 ニケア公会議（878 年）で「神父の中の神父」と讃えられ、
現在の正教会において最も尊崇される教父の一人である。 ODB, vol 2. p. 882.
34　ニッサのグリゴリオス『人間創造論』4。 PG 44, col. 136C.
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35　同書5。 Ibid., col. 137A.
36　ニッサのグリゴリオス『御子と聖霊の神性について』。 Ed. by E. Rhein et al., Gregorii Nisseni, De deitate 
filii et spiritus sancti et in Abraham, in ed. by W. Jaeger, Gregorii Nisseni Opera, vol. 10-2, Leiden-New York-
Cologne, 1996, pp. 138-139.
37　コンスタンティノポリス大主教（在位 398 〜 404 年）。340 年代にアンティオキアに生まれた。名説教で
知られ、そのために「クリュソストモス＝黄金の口」と呼ばれた。 現在の正教会で行われる聖体礼儀はヨア
ンネス・クリソストモスに帰せられている。讒言により皇后エウドキアの勘気をこうむり、はじめニケアに、
次いでアルメニアのククソスに流された。『聖像擁護論』でも多数の著作が引用されている。ODB, vol. 2, pp. 
1057-1058.
38　典拠不明。ヘブライ人への手紙についての『第 12 講話』は、ed. by F. Field, Sancti Patris Nostri Joannis 
































































































ソストモスの追放劇で重要な役割を演じた。 ODB, vol. 3, pp. 1883-1884.























44　カッパドキア出身の戦士聖人。祝日は 11 月 25 〜 26 日。キリスト教を迫害した皇帝デキウス（在位 249
〜 251 年）治下で殉教したとされる。背教者ユリアノスを暗殺したという伝承も伝わる。 ODB, vol. 2, p. 
1345.






ニオスに献呈されているため、ビザンティン時代にはソフロニオスの著作として引用される。ODB, vol. 3, pp. 
1928-1929.

































































51　テオドシオス 2 世（在位 408 〜 450 年）。コンスタンティノポリスの大城壁を建設したことで知られる。
エフェソス公会議（431 年）でネストリオス派を排斥した一方で、単性説主導のエフェソス盗賊会議（449 年）
を支持した。


















































うとも身体的な本性から逃れられないと 55、聖なるグリゴリオス 56 は言う。〔＝ 3.2〕
　（6）邪な悪魔よ、恥を知れ。私たちが主の似姿を見ることで聖別されることを恨みに思うとは。
53　ラオディケア主教アポリナリス（310 〜 390 年）の説。アタナシオスとともに、反アリオスの論陣を張った。
キリストは人間の体と魂を持つが、天の理性を有するという教説は教会に受け入れられたものの、第 1 コン
スタンティノポリス公会議（381 年）において異端と宣告された。ODB, vol. 1, p. 138.
54　モプスエスティア主教テオドロス（350 年頃〜 428 年頃）の説。ヨアンニス・クリソストモスとともに、
リバニオス、タルソスのディオドロスの下で学ぶ。第 2 コンスタンティノポリス公会議（553 年）において、
弟子のネストリオスに影響を与えたとして異端と宣告された。 ODB, vol. 3, p. 2044.








































































































































57　コンスタンティノポリス総主教（在位 715 〜 730 年）。レオン 3 世との確執がいつ、どのように始まった
のかは定かではない。しかし、マリアに捧げた説教が数編残っていることから、聖人への崇敬が対立を深め





































































一令』を発布した。ODB, vol. 3, p. 2223.
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施した。ODB, vol. 1, pp. 86-87.
62　在位610 〜641 年。ササン朝ペルシアとの抗争を通じて、627 年に真の十字架を奪還した。また、いわゆるテ
マ制の創設者としても有名である。宗教政策では、単性説とカルケドン派の妥協を図るために単意説を支持し
た。ODB, vol. 2, pp. 916-917.
63　コンスタンス2 世（在位641 〜668 年）。祖父イラクリオスの政策を継承し、単意説を支持した。ODB, vol. 1, 
pp. 496-497.
64　在位711 〜713 年。即位の後、第3 コンスタンティノポリス公会議の決議を破棄して単意説を支持した。





































































































66　擬ディオニシオス・アレオパギティス『第9 書簡』2。 Ritter, p. 199.
67　同『神名論』1.4。 Suchla, p. 114.
68　同『教会位階論』1.2。 Heil, p. 65.
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にと命じた。全知全能の主はこれを知り、一枚の端布を取って顔に押し当て、ご自身の姿を写さ




























70　バシリオス『殉教者バルラアムについての講話』。 PG 31, col. 489A-B.






















































































　（45）ニッサ主教、聖グリゴリオスの補遺、すなわち『人間創造論』第 4 章 81 より。
　為政者の像を作る者は特徴だけでなく紫衣により王の威厳も表そうとする。よって、その像も
習慣的に王と呼ばれる。人間の本性も同様である。人は万物を統べるべくして創られた際に、生
78　バシリオス『詩篇に関する第１講話』。 PG 29, col. 212B.
79　同『殉教者ゴルディオスについての講話』。 PG 31, col. 501B.
80　同『セバステの四十人殉教者についての講話』。 Ibid., col. 524C.
81　ニッサのグリゴリオス『人間創造論』4。 PG 44, col. 136C.
46
ける像として建てられ、王としての尊厳も名も原型たる方に与った。〔＝ 1.49〕


























82　同書5。 Ibid., col. 137A.
83　ニッサのグリゴリオス『御子と聖霊の神性について』。 Rhein, pp. 138-139.




























































































































91　実際にはガバラ主教セヴェリアノスの講話である。PG 56, col. 407. 
92　出典不明。
93　アンティオキア総主教（在位 360 〜 381 年）。アリオス支持の諸帝の下で 3 度配流される。アンティオキ
アでは、メレティオスと彼の不在時に選出された 2 人の総主教が並び立つ総主教鼎立の時代となる。ヨアン
ニス・クリソストモスはメレティオスにより叙階された。 OBD, vol. 2, p. 1333.




















95　ヨアンニス・クリソストモス『ユダの裏切りについての第一の講話』。 PG 49, col. 379.
96　ミラノ司教（在位 374 〜 393 年）。ローマの高級官僚の子として生まれる。374 年、アエミリアとリグリ
アの知事となる。同年、アリウス派のミラノ司教が死去すると、民衆はアンブロシウスが俗人であるにもか
かわらず、ミラノ司教となるように要求した。390 年、テサロニキで住民を虐殺したテオドシオス 1 世を破門
し、公式に謝罪させた。カッパドキア三教父の著作に親しみ、西方に東方の教父思想を普及させた。ODB, vol. 1, 
pp. 76-77.
97　偽書。M. Aubineu, “Jean Damascène et epistula de invention Gervasii et Protasii attribuée à Ambroise,” 




陣を張る。649 年、ラテラン教会会議で教皇マルティヌス 1 世と単意論に異を唱え、コンスタンス 2 世により
舌と右手を切除される。655 年にビジャ、662 年にラジツァに配流されて亡くなった。 ODB, vol. 2, pp. 1323-
1324.




























カ コ ギ ロ ス
な尊者 103 よ。お前
100　アンティオキア総主教（在位 593 〜 598 年）。新カルケドン派の一翼をなしたが、キリストにおける神人
両本性の「一致」を強調する等、単性説穏健派とも受け取られた。いずれにせよ、ダマスコスのヨアンニス
の時代には双方の権威として見なされていた。 ODB, vol. 1, p. 87.
101　アンティオキアのアナスタシオス『安息日についての断片』。 PG 89, col. 1405.
102　ヨアンニス・モスコス『霊の園』45。 PG 87, col. 2900B-D. ビザンティン時代にはモスコスの旅に同行し
たソフロニオスの著作として引用される。
103　上註50 参照。
53
は誰にも言わぬと誓わなかったか。それなのに、どうしてお前のところに来た者へ全てを話した
のだ。言っただろう、邪な老人よ。お前は裁きの時に偽証者として裁かれるだろうよ」。隠者は
答えていった。「儂が誓ったことは儂が誓ったのだ。私が自分を欺いたことぐらい、知っておるわ。
じゃが、儂は間違って主、造り主に誓ったのだ。お前の言うことなぞ聞かん」。〔＝ 1.64〕
　（68）註――これでお分かりだろう。彼は描かれた方の像を敬うことについて語っている。こ
れを敬わぬことがいかに邪悪であり、どうして悪魔が姦淫よりも［こうした崇敬を］選んだかも
ご覧になっただろう。〔＝ 1.65〕
　（69）これまで聖職者や皇帝の多くが天、神に由来する知恵を授かり、信仰、教義、生涯によっ
て見極められてきた。そして、聖にして天啓を受けた教父の教会会議が幾度となく開催されてき
た。それにもかかわらず、何ゆえ誰もこれらのことを説明しようとしなかったのだろうか。新た
に説かれた信仰を許してはならない。聖霊は仰せになった。「律法はシオンから、主の言葉はエ
ルサレムよりいずる」（イザ 2.3）。様々な時代に案出された多様な教え――時代とともに移り変
わる――を許してはならない。信仰が部外者の物笑いの種とならぬよう。教父伝来の慣習がそれ
を覆さんとする勅令に服することを許してはならない。教会の法を覆すのは敬虔な皇帝の所行に
あらず、教父の道でもない。力によってこれらを強いるのは海賊に等しく、広がりはすまい。そ
の証拠がエフェソスで催された 2 度目の教会会議であり、これは「盗賊会議」と呼ばれている。
皇帝の手により強要され、幸いなるフラヴィアノスは死に追いやられた。これらはあくまで教会
会議の事柄であり、皇帝のではない。主はこう仰せである。「私の名の下に二人三人と集まれば、
彼らの中に私はいる」。キリストが緩急の権能を授けたのは皇帝ではなく、使徒、そして牧者や
教師として彼らの後を継いだ人々である。「もし受け容れたものに反する福音を説く者がいれば」
と使徒パウロは言われたが、彼らを見逃し、改心を願って続きは言うまい。しかし、対話もなく
彼らの狂気が続くようなら、残りの言葉を採り入れるとしよう。願わくば、その必要がなからん
ように。〔＝ 1.66〕
　（70）誰かがある家に入ってきて、画家が色でモーセとアロンの物語を描いた壁があったとし
よう。その人は恐らく海を抜けて乾いた土地に民を導いた方々について訪ねるだろう。「彼らは
誰ですか」。こう尋ねられたら、あなたはどう答えるだろうか。「イスラエルの子らですか」。「杖
で海を打っているのは誰ですか」。「モーセですか」。誰かが磔にされたキリストを描き、「これは
誰ですか」と尋ねたら、彼はこう答えるだろう。「キリスト、神、私たちのために肉となられた
方です」。
　主よ、私は強い憧れとともにあなたのもの全てを敬い、奉じる。あなたの神性、あなたの力、
あなたの善意、あなたの憐れみ、私たちの境遇への遜り、あなたの受肉、あなたの肉体の全てを。
私が赤熱した鉄に触れるのを恐れるのは、鉄の本性ではなく、鉄と一つになった火ゆえである。
54
同様に、私があなたの肉を敬うのは、肉の本性ではなく、位格において一致した神性ゆえである。
私はあなたの苦しみを敬う。死が敬われ、苦しみが敬意をもって扱われるのを見るものがあろう
か。しかし、私たちは真実に私たちの神の肉体的な死と救いの苦しみを敬う。私たちはあなたの
像を敬う。あなたのもの全てを敬う。あなたの僕、あなたの友、何にもましてあなたを生まれた
母君を。〔＝ 1.67〕
　（71）ゆえに、神の民、聖なる御国に教会の伝統を保持するよう懇願する。建物から小さな石
を一つ取っただけで建物はすぐに倒壊してしまう。例え些細なことでも、伝えられてきたものも
取り除いてしまえば同じ憂き目に遭うだろう。私たちは断固として怯まず、冷静でいよう。堅固
な岩の上に身を立てよう。その岩とはキリストである。栄光、栄誉、崇敬が代々永久に御父と聖
霊とともにこの方に帰せられますように。アーメン。〔＝ 1.68〕
